
質
問　
第
２
期
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
の
５
年
間
の
成

果
は
。
ま
た
、
高
崎
駅
か
ら
離

れ
た
商
店
街
を
含
め
た
今
後
の

回
遊
性
向
上
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
高
崎
ア
リ
ー
ナ
や
駅
前

広
場
の
整
備
な
ど
国
の
交
付
金

に
よ
り
効
率
的
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
結
果
、
市
内

外
か
ら
の
来
訪
者
が
増
加
し
、

駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ

れ
た
。
今
後
、
高
崎
ま
つ
り
や

だ
る
ま
市
の
継
続
実
施
で
、
広

範
囲
の
集
客
を
図
り
、
駅
周
辺

の
に
ぎ
わ
い
を
中
心
市
街
地
全

体
に
波
及
さ
せ
る
取
り
組
み
を

官
民
一
体
と
な
っ
て
進
め
た
い
。

質
問　
井
野
川
の
氾
濫
防
止
対

策
は
。
ま
た
、
民
間
施
設
を
対

象
と
す
る
届
出
避
難
所
を
登
録

す
る
際
の
支
援
策
は
。

答
弁　
県
で
は
河
川
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
か
ら

３
年
計
画
で
堆
積
土
砂
の
撤
去

や
護
岸
の
築
堤
工
事
を
実
施
し

て
お
り
、
本
市
で
も
進
捗
を
注

視
し
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
届
出
避
難
所
に

つ
い
て
は
災
害
区
分
に
応
じ
た

建
物
の
適
否
を
助
言
す
る
な
ど
、

必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

質
問　
農
地
法
に
よ
る
開
発
の

制
限
と
市
街
化
調
整
区
域
の
開

発
規
制
緩
和
の
在
り
方
は
。

答
弁　
農
地
の
開
発
は
、
農
地

法
に
よ
る
農
地
転
用
の
要
件
や

他
法
令
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
条
件
で
あ
る
。
ま
た
、
本
市

で
は
市
街
化
調
整
区
域
の
人
口

減
少
の
解
消
を
目
的
に
、
条
例

で
一
戸
建
て
の
自
己
用
の
住
宅

に
限
り
建
築
を
可
能
と
し
て
い

る
。
今
後
と
も
開
発
に
当
た
っ

て
は
都
市
計
画
法
の
開
発
許
可

基
準
に
よ
り
、
周
辺
に
配
慮
し

た
維
持
保
全
に
努
め
た
い
。

質
問　
吉
井
地
域
の
年
間
給
水

能
力
と
利
用
状
況
は
。
さ
ら
に

今
後
の
考
え
は
。

答
弁　
吉
井
地
域
で
は
、
鏑
川

や
南
牧
川
、
小
梨
川
の
表
流
水

を
水
源
と
し
た
浄
水
場
か
ら
年

間
３
５
３
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の

水
道
水
を
供
給
し
て
お
り
、
年

間
給
水
能
力
５
９
６
万
立
方
メ

ー
ト
ル
の
約
６
割
で
あ
る
。
市

全
体
と
比
較
し
て
も
供
給
能
力

に
余
裕
が
あ
る
状
況
で
、
今
後

も
、
地
域
性
を
十
分
に
考
慮
し
、

引
き
続
き
水
道
施
設
の
適
切
な

改
良
な
ど
効
率
的
、
効
果
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　
本
市
の
避
難
所
の
開
設

や
運
営
体
制
は
。

答
弁　
年
度
当
初
に
職
員
が
避

難
所
開
設
担
当
者
と
し
て
地
元

区
長
ら
と
備
蓄
品
の
確
認
を
行

い
、
災
害
時
に
は
初
期
段
階
の

避
難
所
業
務
を
行
う
。
大
規
模

災
害
に
よ
り
避
難
所
開
設
期
間

の
長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
物
資
や
食
料
の
調
達
な
ど

多
く
の
業
務
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
29
年
に
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
町
内
会

に
配
付
し
良
好
な
避
難
所
運
営

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
避
難
所
生
活
者

自
ら
が
主
体
的
に
避
難
所
運
営

に
関
わ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

質
問　
避
難
所
へ
の
円
滑
な
物

資
輸
送
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
避
難
所
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
シ
ス
テ
ム
は
災
害
対
策

本
部
、
避
難
所
、
配
送
拠
点
で

一
元
的
に
情
報
共
有
で
き
る
こ

と
か
ら
有
効
で
あ
る
と
考
え
、

指
定
避
難
所
だ
け
で
な
く
届
出

避
難
所
に
対
す
る
支
援
と
し
て

も
併
せ
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。

質
問　
箕
郷
地
域
の
公
園
で
検

出
さ
れ
た
鉛
や
ヒ
素
な
ど
を
含

む
有
害
ス
ラ
グ
の
使
用
時
期
は
。

ま
た
、
厚
さ
や
量
は
ど
の
程
度

か
。

答
弁　
公
園
２
カ
所
と
市
道
の

一
部
に
施
工
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
施
工
時
期
は
、
合
併
前
の

平
成
16
年
か
ら
17
年
頃
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
面
積
は
約
３
６

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は

平
均
11
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全

体
の
量
は
４
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
程
度
で
あ
る
。

質
問　
公
園
以
外
の
場
所
で
も

有
害
ス
ラ
グ
を
除
草
効
果
が
あ

る
と
し
て
使
用
し
て
い
る
事
例

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
所
の

使
用
実
態
を
調
査
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
撤
去
さ
せ
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

答
弁　
施
工
箇
所
の
詳
細
な
情

報
を
現
時
点
で
把
握
し
て
い
な

い
が
、
今
後
も
情
報
収
集
に
努

め
、
当
該
路
盤
材
の
使
用
事
実

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
土
壌

汚
染
対
策
法
や
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
市
民
の
健
康
被
害
の
防

止
を
第
一
に
考
え
、
必
要
な
対

応
を
適
切
に
行
っ
て

い
く
。

質
問　
本
市
で
児
童
虐
待
の
通

報
を
受
け
た
際
の
初
動
態
勢
は
。

答
弁　
家
庭
や
保
育
所
等
に
２

人
体
制
で
出
向
き
、
子
ど
も
の

安
全
確
認
を
目
視
で
行
っ
て
い

る
。
こ
の
際
、
国
の
48
時
間
以

内
の
対
応
と
い
う
原
則
に
か
か

わ
ら
ず
、
県
の
定
め
る
24
時
間

以
内
で
の
対
応
と
し
て
い
る
。

質
問　
産
後
う
つ
予
防
対
策
と

し
て
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
婦

無
料
健
診
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
事
業
の
実
施
に
は
、
産

科
、
精
神
科
な
ど
の
医
療
機
関

や
子
育
て
に
関
わ
る
関
係
機
関

と
の
調
整
や
環
境
整
備
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。
ま
た
、
実
施
形

態
も
多
様
で
あ
る
た
め
、
先
進

事
例
も
参
考
に
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

質
問　
知
的
障
が
い
者
の
就
労

は
、
民
間
企
業
で
最
も
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
市
が
積
極
的
に
取

り
組
み
、
模
範
を
示
す
べ
き
と

考
え
る
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
知
的
障
害
者
の
就
労
に

は
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
や
職
場
介

助
者
を
必
要
と
す
る
ケ
ー
ス
も

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
障
害
の
特
性
に
応
じ

た
仕
事
の
切
り
出
し
や
細
分
化

等
、
研
究
を
進
め
、
職
場
の
受

け
入
れ
体
制
の
整
備

に
努
め
た
い
。

質
問　
死
亡
後
の
手
続
き
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
死
亡
手
続
専

用
窓
口
設
置
の
考
え
は
。

答
弁　
昨
年
度
の
死
亡
届
件
数

は
４
１
３
８
件
あ
り
、
行
政
手

続
き
と
し
て
は
、
葬
祭
費
支
給

申
請
、
各
受
給
者
証
の
返
還
、

名
義
変
更
な
ど
、
住
所
や
氏
名

を
何
度
も
記
載
す
る
必
要
が
あ

り
、
遺
族
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
死
亡
に
特
化
し
た
専
用
窓

口
の
導
入
に
は
受
付
ス
ペ
ー
ス

や
人
員
の
確
保
、
シ
ス
テ
ム
構

築
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
事

務
手
続
き
を
再
確
認
し
、
改
善

で
き
る
部
分
は
な
い
か
関
係
部

署
も
含
め
検
討
し
た
い
。

質
問　
本
市
の
健
康
寿
命
延
伸

へ
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
の
見
通

し
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
健
康
運
動

指
導
士
に
よ
る
正
し
い
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
実
践
を
推
進
し
、
適

度
な
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
糖
尿
病
を
含
め
た
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
つ
な
げ
て
い

る
。
ま
た
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
実
施
自
治
体
の
取
り
組
み
状

況
や
事
業
効
果
を
検
証
し
、
よ

り
多
く
の
人
が
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
仕
組
み
か
ら
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問　
建
設
か
ら
50
年
以
上
経

過
し
た
新
町
住
民
体
育
館
の
現

在
地
で
の
建
て
替
え
に
お
け
る

問
題
点
と
建
設
予
定
地
は
。

答
弁　
現
在
の
立
地
場
所
は
敷

地
面
積
や
駐
車
場
が
狭
く
、
ア

ク
セ
ス
道
路
の
幅
も
狭
い
た
め
、

バ
ス
の
進
入
が
困
難
で
あ
る
。

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

新
体
育
館
は
、
弁
財
天
公
園
に

隣
接
す
る
芝
生
広
場
の
一
角
に

建
設
予
定
で
あ
る
。
現
在
、
県

の
所
有
地
で
あ
る
た
め
、
敷
地

全
体
を
防
災
拠
点
と
し
て
購
入

予
定
で
あ
る
。

質
問　
新
体
育
館
の
概
要
と
避

難
所
機
能
が
必
要
な
理
由
は
。

答
弁　
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
３
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
約
２
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

を
計
画
し
て
お
り
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
コ
ー
ト
２
面
で
競
技
可
能

な
ア
リ
ー
ナ
と
浸
水
時
に
屋
上

へ
避
難
で
き
る
機
能
を
備
え
た

体
育
館
と
す
る
。
国
の
洪
水
浸

水
想
定
区
域
に
よ
る
と
新
町
地

域
は
浸
水
深
６
メ
ー
ト
ル
に
達

す
る
た
め
、
一
時
避
難
場
所
の

確
保
を
進
め
て
お
り
、
新
体
育

館
を
防
災
拠
点
施
設
と
す
る
こ

と
で
二
千
人
規
模
の
避
難
者
の

受
け
入
れ
を
想
定
し

て
い
る
。

（4）（5）

避難所開設訓練の様子

新体育館建設予定地

主に自治体が健康づくりのために運動したり、健診を受けたりする住民にポイントを付与し、
ポイントに応じてさまざまなサービスを提供する仕組み。●健康ポイント制度まめ知識金属製錬の際に溶解した金属から分離して浮かび上がるかす。道路の路盤材、セメントの原料などにする。●スラグまめ知識

さらに詳しい内容は会議録で ※２月末から市議会ホームページや図書館でご覧いただけます。

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすることをいい、毎定例会で行われます。
質問者順で掲載しています。

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

　

知
的
障
が
い
者
の
就
労

児

童

虐

待

防

止

　

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」の
設
置
を
木こ

ぐ
れ暮 

孝た
か
お夫

（
公
明
党
）

新
町
住
民
体
育
館
松ま

つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

　

井
野
川
の
災
害
対
策

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
高た

か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

こ
れ
か
ら
の
水
の
利
用
の
考
え
方

農
地
の
規
制
と
規
制
緩
和
大お

お
た
け竹 

隆り
ゅ
う
い
ち一

（
新
風
会
）

時と
き
た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

災
害
時
に
お
け
る
本
市
の
対
応

有
害
ス
ラ
グ
へ
の
対
策
依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）


